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沖縄における泥灰岩の工学的特I性（Ⅱ）＊

泥灰岩地山における切取りについて

新城俊也

（琉球大学農学部農業工学科）

ToshiyaSHINJO：EngineeringPropertiesofMudstones（ShimajiriC1ay）

fromOkinawalsland,Ryukyus（１）

InvestigationofcutslopeinTertiary

sedimentaryrocks（mudstones)．

Ⅲ調査結果

調査結果は第１表に示すとおりである．この表におい

て切士ノリ面勾配は均一な勾配と見なしその値を，切士

高は平均高を示した．また同一調査地において切取りの

異なったものや小段が設置されているところは同一調査

地に併記した．切取られた斜面の状況の例を第１図，第

２図に示す．

Ｉはじめに

近年沖縄においても都市地区への人口の集中や工業の

発展に伴い，中南部地区において工業用地の開発や宅地

造成が随所で行なわれ大規模化しつつある．

沖縄本島の中部から南部にかけて広く分布している泥

灰岩地山は自然状態では岩状をなしているが，土工機械

で簡単に削り取ることができるので，地山を切取り，低

地における工業用地造成等の盛土材料に使用する一方，

切取られたところは宅地，工業用地および農地などに使

用されていろ．しかし，切土ノリ面は急傾斜をなし，切

土高もかなり高く，背後には構造物が設置されていた

り，農地が存在しているところが多い．しかも，切士ノ

リ面は道路工事に伴う切土ノリ面を除いて何らノリ面保

護工もなされず，放置されたままである．

本調査は泥灰岩地山における切取り斜面の安定の検討

およびノリ面保護の対策を行なうために現状を把握する

目的で行なわれたものである．

第１表泥灰岩地山における切取りの現状
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Ⅱ調査方法

沖縄本島の中部と南部地区について近年切取られた泥

灰岩地山および切取り中の泥灰岩地山について調査を行

なった．調査項目は主として切土高，切土ノリ面勾配で

あり，あわせて切土ノリ面の風化や崩壊状況も観察し

た．切土高と切士ノリ面勾配は写真撮影を行ない，写真

から解析した．なお，調査は1971年９月29日から10月２１

日の間に行なった．

〃

＊（Ｉ）は琉球大学農学部学術報告第18号に発表 糸満町11
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第１図切取りの例調査地1３

Ⅳ現状および問題点

1．切土高について

切士高は地形によって異なるが10ｍ以

上のところが多く，大規模なものは30ｍ

にもおよんでいる．

2．切土ノリ面勾配について

切士高が10ｍ以上の調査地についてノ

リ面勾配の分布を調べてみろと第２表の

ようになる．これによると多数の調査地

は45゜以上の傾斜で切取られており，特

に60.前後で切取られた斜面が多い．

第２図切取り例調査地８

いまこの泥灰岩地山の現状の切士ノリ面勾配の代表

を60.にとり，斜面工法の切士ノリ面の標準勾配につい

ての諸基準１)と比較してみろと第３図のようになる．
ただし，ここでは諸基準とも軟岩に対する標準勾配の

上限を採用した．また図のＡの場合はノリ面を植生な

どによって適切な保護をした場合などに適用できるもの

である．これによるとこの泥灰岩地山は諸基準に比べて

かなり急勾配で切取られているようである．しかし，調
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査地23～27の道路工事に伴う切士ノリ面勾配は40゜以下
であった．

第２表切土高10ｍ以上のノリ面勾配の分布

3．切土ノリ面の風化および侵食の状況

調査地23～27は第４図，第５図に示すように切取り

後，土留工およびノリ面の保護がなされていろ．また調

査地１と８は第６図に示すように切土ノリ尻に高さ２ｍ

程度の士留めがなされているが，ノリ面保護はなされて

いない．他の調査地のほとんどは切取ったあと何ら土留

工およびノリ面保護工もなされず放置されたままであ

る．

調査地において切取地山のすべりは観察されなかった

が，ノリ面の風化による表層のハダ落ちはほとんどの調

査地で観察された．ノリ面の風化の状況の例を第７図，

第８図に，ハダ落ちによるガイスイの例を第９図に示

す．

この泥灰岩は切取りによって露頭面が大気にさらされ

ろと，乾燥収縮によってひびわれを生じ，その後降雨に

よって温めろとスレーキングを起こし，編片化，粘土化

することがわかっている2)．このように乾湿の繰返し
により，被覆されていない切士ノリ面は短期間に風化さ

れ，風化された表層は強度を矢ない滑落する．このよう

な過程が繰返えきれ，ノリ面は侵食されていくと考えら

れろ．また降雨流水によりノリ面は激げし<洗堀され

る．その例を第10図に示す．
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第５図切取りノリ面の雨水の処理の例

第６図間知ブロックによる土留調査地１
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第７図ノリ面における泥灰岩の風化調査地５

第８図ノリ面における泥灰岩の風化調査地2１
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第９図ハダ落によるガイスイ調査地２

第10図降雨流水によるノリ面の侵食調査地1８
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このように切取ったあとノリ面を何ら保護せずに放置

しておくと，ノリ面の侵食によりすべりの誘発の危険

性，ノリ肩背後の構造物などへの害，ハダ落ちによって

堆積したガイスイにおけるすべり，また流失士による低

地の埋没などの被害が考えられろ．

その防止策として切士高，切土ノリ面勾配，ノリ面の

被覆，雨水の処理について適切な対策を考慮するととも

に，すべりに対する検討も必要であろう．泥灰岩地山に

生じたすべりの例を第11図に示す．

第11図地すべりの例

Ｖおわりに

今回の調査において公共事業としての泥灰岩地山の切

取りには適切な工法が取られているようであるが，調査

地の大半が民間，個人の事業による切土工事であり，経

済的な理由によると考えられるが，切り取ったまま放置

されている状態である．しかし，切取ったあとの維持を

考えろと，切取り時に十分な対策を施しておく必要があ

ろう．
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